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2025年（Vol. 41）特集のご案内
No. ① 透析患者の糖尿病治療―2025
No. ② 透析患者の皮膚を守る カラーでみる
No. ③ 透析患者の骨粗鬆症と骨折を理解する
No. ④ 長期透析の現況・課題と対策
No. ⑤  多職種連携による在宅透析医療 

―コメディカルの役割
No. ⑥  透析患者の泌尿器科疾患に対応する 

―泌尿器科専門医との連携

No. ⑦  透析患者の心臓病のすべて―インター
ベンションを中心に

No. 8  外来透析患者の定期検査＋結果の評価
と対応〔増刊号〕

No. 9 透析患者のカリウム管理
No. 10 最新動向，透析患者の呼吸器感染症

（既刊は○）

編　集　後　記

　心血管疾患は透析患者の生命予後を左右す
る最も重要な合併症であり，2023年の統計
では心不全と心筋梗塞による死亡が合わせて
23.6％と，感染症による死亡率（22.7％）を
上回り，最大の死因となっています．この領
域の進歩は著しく，透析医療に携わる医療者
は常に最新の知見を取り入れる姿勢が求めら
れています．
　本特集では「透析患者の心臓病」をテーマ
に，各領域の専門家に最新の診療動向をご執
筆いただきました．診断面では，従来の心エ
コーや心筋シンチグラフィーに加え，FFR―
CTや心臓MRIなどの先進的画像技術によ
り，透析患者特有の高度石灰化やびまん性病
変，無症候性虚血の評価が進んでいます．
　治療においても「ISCHEMIA試験」以降，
薬物療法と血行再建の適応が見直され，PCI

と CABGの選択における透析患者特有の課
題についても詳細に論じられています．また，
TAVIや TEERといった低侵襲治療が高齢・
ハイリスク透析患者にも適応されるようにな
りつつあります．さらに，心不全や不整脈へ
の対応，心臓リハビリ，看護，周術期管理な
ど，多面的アプローチの重要性も示されまし
た．
　本特集が，透析患者における循環器管理の
標準化と心血管予後のさらなる改善に貢献
し，透析に携わる医療者の日常診療の一助と
なることを願ってやみません．
　最後に，ご多忙のなか，本特集のご執筆を
快くお引き受けくださった先生方に，心より
感謝申し上げます．
 （鶴屋和彦）
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